
６月８日（月）、八代中体連に出場する選手
を励ます推戴式を行いました。氷川中学校と

して、竜北中との合同チー
ムや拠点校部活動を含め、野球、サッカー、女子バスケットボール、女
子バレーボール、剣道、バドミントンが参加します。
各競技の代表生徒が力強く抱負を述べ、生徒代表の小田倖輝さんが全

選手への激励の言葉を伝えました。

八代中体連総合体育大会が１３日から始まり、２０日ま
でに野球、サッカー、女子バスケットボール、女子バレー
ボール、剣道の競技が行われました。２８日（日）にはバ
ドミントンの個人戦が予定されています。
サッカーと女子バスケットボールが３位入賞を果たしま

した。野球、サッカー、剣道（橋本虎太郎さん）はいずれも延長戦にもつれ込む接戦で、ど
ちらが勝ってもおかしくない内容でした。女子バスケットボールも第２クオーターまでリー
ドするなど、最後まで粘り強い戦いを見せました。女子バレーボールでは、本校から１名
参加した遠見心凪さんがアタックを決めるなど活躍しましたが、惜しくも敗退となりました。
どの競技でも、氷川中生としてこれまでの練習の成果を出し切ろうと、精一杯に戦う姿が

見られました。保護者や関係者の皆さまには、温かい応援をいただきありがとうございまし
た。今大会で得た経験は、次年度の大会はもちろん、これからの学校生活にも必ず生かされ
るものと思います。

春休みに開催された「第
１５回九州地区ＳＡＢＡＫＩ

トーナメント」において、本校１年生の松浦璃音さんが「型」で、３
年生の松浦詩音さんが「組手・型」でそれぞれ総合優勝を果たしまし
た。おめでとうございます。今後の更なる活躍も楽しみにしています。
※本校では１・２年生の約４３％、３年生の約１９％の生徒が地域のクラ

ブ等に加入し、学校外でも積極的に活動しています。皆さんの今後の活躍にも期待しています。

町の戦没者追悼式
が執り行われ、３年

生の繁村香春さんが｢平和を受け継ぐために｣と題して作文発
表を行いました。戦争の悲惨さを忘れず、平和を守り続ける
ことの大切さを、自分の言葉で丁寧に語ることができました。



本年度の生徒総会を６月５日(金)に行いました。
生徒一人一人が氷川中学校の生徒会員であること

を自覚し、自分たちの手で生徒会活動を運営してい
くという目的を改めて確認しました。総会では、生徒会の年間運営方針と、各委員会の年間
活動計画等が提案され、審議の上、承認されました。
また、校則についての議論も行われ、多くの生徒から活発な意見が出されました。自分た

ちの学校生活をよりよくするために考え、意見を交わす姿は、主体性が確かに育っているこ
とを感じさせるものでした。

地域で働いておられる方々から直接お話を伺う「職業講話・親の学びプログラム」を実施
しました。生徒たちは、働くことの意義ややりがい、苦労、そして仕事に込められた思いに
触れ、これからの自分の生き方について考えを深める貴重な機会となりました。
今回は、イチゴ農家の元田祐樹様、三神宮宮司の廣松克房様、そして「職場体験で大切な

こと」などについてお話しいただいた親の学びトレーナーの古閑由美様の３名に講師として
お越しいただきました。また、古閑様の講話には、山村様・三枝様・稲本様の３名がサポー
トとして参加され、生徒たちの学び
を支えてくださいました。
それぞれの立場から語られる経験

や言葉は、生徒たちにとって大きな
刺激となり、将来を考える上での大
切なヒントとなったようです。

６月１０日～１１日の１泊２日で集団宿泊教室を行いました。水俣病歴史考証館の見学や、
梅田様の案内によるフィールドワーク（百間排水口・丸島漁港・坪谷・茂道など）を通して、
水俣病問題への理解を深め、自分の問題として考える貴重な学習となりました。
あしきた青少年の家では、カッター船によるマリン活動やニュースポーツに挑戦し、仲間

と協力して取り組む姿が見られました。集団生活を通して、基本的生活習慣や社会性を身に
付ける良い機会にもなりました。今回の経験は、今後の学校生活や学級づくりに生かされる
ものと思っています。 《↓写真で活動の様子をお伝えます。》


